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Abstract
The purpose of this study was to evaluate the change in ageism of students who participated in 

the elderly adapted sport (eAdS) program. Fourteen students (eiqht men and six women, mean 
age 20.5 ± 0.78 years) participated in this program. The changes in students’ ageism were 
assessed by the Semantic Differential (SD) Method, The Facts on Aging Quiz (FAQs), and The 
Fraboni Scale of Ageism (FSA). Results showed that the SD score was significantly more 
positive after participation than before (p<.01). FAQ scores also improved significantly (p<.05). 
FSA scores decreased significantly only for the sub-items “Separation and avoidance” (p<.05). 
Therefore, it was indicated that the Ageism of the student was reduced by the eAdS program.
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１．背景

　当初，高齢者とくに要介護高齢者を対象として
提唱されたのが「地域包括ケアシステム」の構想
であった（厚生労働省，2003）。その後，すべて
の人が世代や背景を問わず，安心して暮らし続け
られるまちづくりを指向する「全世代・全対象型
地域包括支援」への拡大・深化（厚生労働省，
2015）を経て，現在は，支援する側・支援される
側を固定しない，相互に多様性（diversity）を認

め合う地域共生社会の実現が政策目標となってい
る （厚生労働省，2017）。この地域共生社会の構
想において，社会福祉士ないしソーシャルワー
カーは，分野横断的な課題への対応，及び社会資
源開発の役割を担うことが求められているが（厚
生労働省，2018），具体的な役割がどのようなも
のか明確ではない。理念上は，利用者主体，自立
支援，及び自己決定の重要性が示されているもの
の，高齢者福祉分野におけるソーシャルワーク実
践の多くは，高齢者の抱える問題，脆弱性に対す
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加した学生について，参加前後の高齢者イメージ，
知識，エイジズム，及び就職意図の変化を分析し
た。

２．方法

（１）対象者

　対象者は，eAdS教室への協力を申し出た福祉
を専攻する学生14名（男性：８名，女性：６名，
平均年齢20.5歳 ± 0.78年）（以下，支援サポーター）
であった。支援サポーターは，2017年11月，2018
年３月，及び2018年４月に実施したeAdS教室に
それぞれ参加した。支援サポーターの特徴を明ら
かにするため，人間健康学部１年生118名（以下，
大学生）を対象に入学１ヵ月後に行った調査結果
を比較対象とした。

（２）高齢者アダプテッド・スポーツ教室の内容

　当eAdS教室の内容は，2016年の高齢者フライ
ングディスク教室（Kawano et al. 2018），2017年
の高齢者と大学生によるボッチャ交流会（河野他，
2018）を基に検討した。これらの分析結果を基に，
高齢者の心身機能，健康状態の差に対応できる種
目として，ボッチャを選択した。
　ボッチャ（Boccia）は，運動能力の高低，障害
の軽重に関わらず，誰でも安心して屋内で楽しむ
ことができるヨーロッパ生まれのアダプテッド・
スポーツ（AdS）である。重度の脳性麻痺者，四
肢に重度の運動機能障害がある人のために屋内競
技として考案された背景をもつため，健康な人か
ら要支援・要介護状態にある高齢者まで，誰でも
行うことができる種目である。eAdS教室は，週
１回の頻度で４週間を１開催として実施し，全３
回を行った。各回，別々の高齢者を対象とし，及
び支援サポーターの協力を得た。

（３）支援サポーターの役割

　支援サポーターの役割は，学生が有する高齢者
との交流経験，知識，及びコミュニケーション技
術に差があるため，簡易で定型化された役割に整

る支援を論じるものが多い（新名・中村，
2018）。これは，日本社会における高齢者の生活
のしづらさを示すものであり，高齢者に対する否
定的なイメージ，エイジズムが未だ根強く存在す
ることを意味している。
　エイジズムは，年齢に基づくステレオタイプ，
偏見，及び差別を意味し，健康と幸福に大きなリ
スクをもたらすことが知られている（Lamont et 

al., 2015）。世界保健機関（WHO）は，エイジズ
ムの低減が人間の健康改善の重点目標として位置
づけており（WHO, 2015），現在は，大学生を含
めた若年成人の年代が，エイジズム低減のための
教育介入が特に効果的であることが明らかとなっ
てきている（Burnes et al., 2019）。そのため，今後
はますます高齢者の脆弱性への対処だけでなく，
強み，主体性，及び潜在可能性といった肯定的側
面への着目が求められる。すなわち対人援助の概
念であるストレングス（小松，1996，Rapp, 1998）
及びエンパワメント（Solomon, 1976；小松，
1995）を重視した教育研究の社会実装化が期待さ
れる。
　筆者たちの所属機関（広島文化学園大学）では，
平成28年度に「地域共生のための対人援助システ
ムの構築と効果に関する検証」をテーマとする研
究計画が，文部科学省私立大学研究ブランディン
グ事業に採択された（４年継続課題）。筆者たちは，
その研究部門のひとつである「スポーツ・健康福
祉研究部門」に所属し，「障害者・高齢者に対す
る健康福祉支援：アダプテッド・スポーツモデル
の構築」の研究に従事している。この研究プロジェ
クトには，対象者（障害者，高齢者）に対する健
康増進を行うことに加えて，支援の担い手を募り
育て，支援の輪を広げることで，地域共生社会の
持続可能性を高めることが含まれている。単に支
援のプログラム作成に留まらず，プログラムを展
開できるサポーター養成を行うことから，地域を
基盤としたアクティブ・ラーニングといえよう。
　そこで，本研究では，支援サポーター養成のプ
ログラム化を行うことを目的に，「高齢者アダプ
テッド・スポーツ教室」（以下，eAdS教室）に参
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４）エイジズム

　高齢者に対する否定的態度の強弱を確認するた
め，日本語版Fraboniエイジズム尺度短縮版（以下，
FSA）（原田他，2004）を用いた。FSAは，全14
項目からなるエイジズムを図るための尺度であ
る。下位項目「嫌悪・差別」（６項目），「回避」（５
項目），「誹謗」（３項目）に分類することができる。
回答は，そう思う＝５点，まあそう思う＝４点，
どちらともいえない＝３点，あまりそう思わない
＝２点，そう思わない＝１点，の５件法で求め，
Q.12.のみ逆転項目として扱った（得点範囲：14
～ 70点）。得点が高いほどエイジズムは高い，す
なわち高齢者への否定的態度が強いと解すること
ができる。オリエンテーション，及び最終日終了
後の２度，回答を求めた。

５）高齢者支援分野への就職意図

　支援サポーターとしての経験が，高齢者支援分
野への就職意図に及ぼす影響を確認するため，「今
現在，あなたは将来，高齢者を対象とする医療，
福祉現場で働きたいと思いますか。」の設問に対
して，非常にそう思う＝７点，そう思う＝６点，
ややそう思う＝５点，どちらともいえない＝４点，
あまりそう思わない＝３点，そう思わない＝２点，
全くそう思わない＝１点，の７件法で，オリエン
テーション，及び最終日終了後の２度，回答を求
めた。

（５）統計的処理

　SD法によるイメージ，FAQ，FSA，就職意図に
ついては，先行研究に基づきスコアリングを行い，
平均値及び標準偏差を求めた。大学生，支援サポー
ター（PRE），及び支援サポーター（POST）の比
較は，一要因分散分析を行い，多重比較には
Bonterroui法を用いた。eAdS教室実施前後の比較
は，paired t- testを行った。有意水準はそれぞれ５％
未満とし，解析にはSPSS version24.0を使用した。

（６）倫理的配慮

　本研究は，広島文化学園大学研究倫理規定，及

理した。まず，事前に目的，及び内容を示し，接
遇・マナー，使用する質問紙の記入方法，機器の
使用方法，及びボッチャのルールについて指導し
た。eAdS教室開催日には，学生支援サポーターが，
参加高齢者と円滑かつ負担感少なく関わることが
できるように，手順を示し，フォローを行いなが
ら実施した。

（４）測定項目

１）基本調査

　オリエンテーションのはじめに，年齢，性別，
高齢者との関わりについて回答を求めた。高齢者
との関わりは，同居経験について「現在，同居し
ている」，「過去に，同居していた」，「同居経験し
たことはない」の３項目から回答を求めた。

２）高齢者に対するイメージ

　Semantic Differential Method （以下，SD法）は，「冷
たい－暖かい」など反対語の対からなる評価尺度
を複数用いて対象の評価を行い，ある事象の一般
的な意味を量るための測定法である。本研究では，
青少年の老人イメージの比較を行った鄭他（2000）
の17対の形容詞を採用し，７件法によって評価し
た。中点である４を「どちらともいえない」とし，
両極である１と７を「非常にそう思う」，２と６
を「そう思う」，３と５を「ややそう思う」と示し，
オリエンテーション，及び最終日終了後の２度，
回答を求めた。

３）高齢者に対する知識

　高齢者に対する知識を確認するために，The 

Facts on Aging Quiz（以下，FAQ）を用いた。
FAQは，Palmoreによって作成された高齢者に関
する知識を測る尺度である（Palmore. 1977）。高
齢者やエイジングに関する25の設問で構成されて
おり，その正誤を問うものである。本研究では，
前田（1978）による日本語翻訳版を用い，オリエ
ンテーション，及び最終日終了後の２度，回答を
求めた。
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Table １．�大学生と支援サポーター（PRE）の高齢者観（高齢者に対するイメージ，就職意図，知識，及び
否定的態度）

大学生（N＝118） 支援サポーター（N＝14）
性別
　男性 100 （84.7％） 8 （57.1％）
　女性 18 （15.3％） 6 （42.9％）

高齢者との同居経験
　現在，同居中 16 （13.6％） 1 （7.1％）
　過去に，同居 31  （26.3％） 1 （7.1％）
　同居経験なし 71 （60.2％） 12 （85.7％）

高齢者に対するイメージ（SD）（range, 1-7）
　冷たい－温かい 5.07 ± 1.31 5.21 ± 0.89
　悲しい－うれしい 4.32 ± 1.09 4.29 ± 0.73
　正しくない－正しい 4.38 ± 1.28 4.71 ± 0.91
　ひどい－すばらしい 4.58 ± 1.24 5.14 ± 1.03
　みにくい－美しい 4.31 ± 1.20 4.36 ± 1.15
　話しにくい－話しやすい 4.96 ± 1.43 5.93 ± 0.73***
　汚い－きれい 4.44 ± 1.21 3.93 ± 1.07
　病気がちな－元気な 4.04 ± 1.36 4.29 ± 1.68
　邪魔をする－手伝ってくれる 4.76 ± 1.27 5.14 ± 0.77
　悪い－良い 4.87 ± 1.17 5.07 ± 1.21
　だらしない－きちんとした 4.74 ± 1.22 5.07 ± 1.07
　暇そう－忙しそう 3.81 ± 1.56 3.29 ± 1.54
　愚かな－賢い 4.62 ± 1.21 5.07 ± 0.92
　遅い－速い 3.64 ± 1.44 2.93 ± 1.44
　小さい－大きい 3.67 ± 1.49 2.71 ± 0.99*
　弱い－強い 3.92 ± 1.51 3.43 ± 1.34
　鈍い－鋭い 3.86 ± 1.38  3.50 ± 1.22

就職意図 （range, 1-7） 3.81 ± 1.59 5.64 ± 1.28***

エイジング・クイズ得点 （FAQ）（range, 0-25） 12.25 ± 2.28 14.14 ± 3.25**

エイジズム（FSA）
　嫌悪差別（range, 6-30） 15.09 ± 4.98 10.07 ± 2.81***
　回避（range, 5-25） 13.64 ± 3.82 8.93 ± 2.87***
　誹謗（range, 3-15） 8.85 ± 2.42 7.57 ± 2.21
Number （%），Mean ± SD，*: p<.05，**: p<.01，***: p<.001.

Table 2．支援サポーターの就職意図，及びエイジング・クイズ得点の比較（N=14）
PRE POST

就職意図（range, １-７） 5.64 ± 1.28 5.71 ± 1.33 
エイジング・クイズ得点（FAQ）（range, ０-25） 14.14 ± 3.25 16.21 ± 1.93*
Mean ± SD，*：p<.05．
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い－大きい」（p<.05）は大学生が高値であった。
　高齢者支援分野への就職を考えているかどうか
を問う就職意図は，支援サポーター（p<.001）が
有意に高値であった。高齢者に関する知識を問う
FAQ得点もまた，支援サポーター（p<.01）が高かっ
た。高齢者に対する否定的態度を示すFSA得点は，
高値であるほど否定的態度が強いことを示すが，
支援サポーターは嫌悪差別（p<.001），及び回避
（p<.001）が有意に低値であった。

（２）支援サポーターのeAdS教室後の変化

　eAdS教室に参加した高齢者の健康感は，実施
前後で肯定的に変化した（Kawano et al., 2020）。
その場で支援サポーターとして従事した学生たち
のeAdS教室に参加する前（PRE）と，参加した
後（POST）のイメージ得点を比較した結果を

び日本社会福祉学会研究倫理規程に則って計画
し，研究倫理審査会の承認を得た。（承認番号：
HS-2018002）

３．結果

（１）大学生と支援サポーターの特徴

　eAdS教室参加前の支援サポーター（PRE）と，
大学生の高齢者観を比較したものをTable 1に示
す。高齢者との同居歴のない者の比率は，支援サ
ポーターの方が高かった。高齢者イメージを示す
17対の形容詞の得点は，高いほどポジティブなイ
メージを抱いていると解釈できる。17対のうち，
大学生と支援サポーターの間に有意差が見られた
のは２対であり，「話しにくい－話しやすい」
（p<.001）は支援サポーターが高値であり，「小さ

Figure 1．高齢者アダプテッド・スポーツ教室参加後のイメージの変化（N=14）
*：p<.05，**：p<.01，***：p<.001．
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図のスコアに有意差は見られなかった一方，FAQ

得点（p<.05）が有意に上昇した。
　FSA得点の前後比較では，下位項目「回避」
（p<.05）についてのみ，実施後のスコアが有意に
低下した。併せて，17の質問項目のうち，「もし
招待されても，自分は老人クラブの行事には行き
たくない」（p<.05），「個人的には，高齢者とは長
い時間を過ごしたくない」（p<.05），及び「多く
の高齢者は，過去に生きている」（p<.05）の得点
が有意に低下した。

Figure １に示す。形容詞17対のうち９対において，
実施後の得点のほうが有意に高値であった。特に，
実施前は中点（４）を下回っていた「汚い－きれ
い」（p<.05），「遅い－速い」（p<.01），「小さい－
大きい」（p<.01）の形容詞対のイメージ得点が大
幅に改善した。「冷たい－温かい」（p<.001），及
び「悲しい－うれしい」（p<.001）は，実施前が
中点を上回っており，実施後更に有意な上昇を示
した。
　次に，就職意図とFAQ得点について，eAdS教
室前後を比較したものをTable ２に示す。就職意

Table 3．高齢者アダプテッド・スポーツ教室前後のエイジズム得点比較（N=14）
下位項目 質問項目 PRE POST

嫌悪差別

Q.４． 高齢者に会うと，時々目を合わせな
いようにしてしまう

1.86 ± 0.66

10.07 ± 2.81

1.50 ± 0.65

8.57 ± 1.99

Q.５． 高齢者が私に話しかけてきても，私
は話をしたくない

1.29 ± 0.61 1.14 ± 0.36

Q.６． 高齢者は，若い人の集まりに呼ばれ
た時には感謝すべきだ

2.07 ± 0.83 1.79 ± 1.12

Q.９． 高齢者には地域のスポーツ施設を
使ってほしくない

1.36 ± 0.63 1.21 ± 0.43

Q.10． ほとんどの高齢者には，赤ん坊の面
倒を信頼して任すことができない

1.86 ± 0.77 1.64 ± 0.84

Q.11． 高齢者は誰にも面倒をかけない場所
に住むのが一番だ

1.64 ± 0.63 1.29 ± 0.47

回避

Q.７． もし招待されても，自分は老人クラ
ブの行事には行きたくない

1.57 ± 0.65

8.93 ± 2.87

1.14 ± 0.36 *

7.00 ± 1.57 *

Q.８． 個人的には，高齢者とは長い時間を
過ごしたくない

1.93 ± 0.92 1.29 ± 0.47 *

Q.12． a）高齢者との付き合いは，結構楽し
い

1.43 ± 0.51 1.36 ± 0.50

Q.13． できれば，高齢者と一緒に住みたく
ない

2.36 ± 0.84 2.00 ± 0.78

Q.14． ほとんどの高齢者は，同じ話を何度
もするのでイライラさせられる

1.64 ± 0.74 1.21 ± 0.43

誹謗

Q.１． 多くの高齢者は，けちでお金や物を
貯めている

2.43 ± 0.94

7.57 ± 2.21

 2.00 ± 0.78

6.07 ± 2.27Q.２． 多くの高齢者は，古くからの友人で
かたまって，新しい友人をつくるこ
とに興味がない

2.14 ± 0.77 1.93 ± 0.83

Q.３． 多くの高齢者は，過去に生きている 3.00 ± 1.04 2.14 ± 1.10 *

Mean ± SD，*：p<.05．
a�）Q.12．のみ逆転項目として，そう思う＝１点，まあそう思う＝２点，どちらともいえない＝３点，あまりそう思わない
＝４点，そう思わない＝５点とし，その他の質問項目は５点～１点を配点した。そのため，スコアが低いほどエイジズム
視点が弱いことを示す。
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けでなく，手伝ってくれる，速い，強いといった
身体面，及び活動面に関する項目得点が上昇し
た。アダプテッド・スポーツによって，体力の高
低や障害の有無を超えて，高齢者の有する潜在可
能性に触れる機会となったことが想像される。
eAdS教室には，若者が抱く高齢者に対する印象
を肯定的なものに変える教育効果があるものと考
える。

（２）エイジズムに及ぼすAdSの効果

　エイジズムが及ぼす社会への弊害として，若者
を老いの現実から引き離し，社会の高齢者に対す
る責任回避につながる危険性が指摘されている
（堀・大谷，1995）。対人援助の場面においては，
対人援助職のエイジズムが強いと，高齢者に対す
る援助に支障をきたす恐れがあるとされている
（吉田他，2017）。若者の老化に対する心理的抵抗
を大きくし，高齢者を無力な存在と見做すエイジ
ズムは，ソーシャル・インクルージョンとは真逆
の方向性である。本研究の結果，FAQ得点が有意
に向上し，併せて，FSAの下位項目のうち回避が
有意に低下したことは，高齢者に対する知識が高
まり，関わりに対する心理的抵抗感が和らいだこ
とを意味する。特に，eAdS教室単独の影響として，
誹謗の低減が確認されたことは，世代間の分離を
和らげるインクルーシブ効果を示唆するものと考
える。
　エイジズムは，①老人，老齢，老化についての
偏見的な態度，②老人に対する差別的な習慣的行
為，③老人に対するステレオタイプを存続させる
制度やポリシーといった３つの要素で構成されて
いる（Butler, 1980）。エイジズムに対するソーシャ
ルワーク・アプローチは，ストレングスモデル，
及びエンパワメントを基盤とする（Cox and 

Parsons, 1994）。ボッチャは，誰でも楽しめるが
パラリンピック公式種目であり，競技型のAdSで
ある。ルールや道具に工夫を施したボッチャは，
競技中の高齢者をエンパワメントするだけでな
く，支援サポーターの高齢者観をストレングスモ
デルに更新することが期待でき，ソーシャルワー

（３）�大学生と支援サポーター eAdS教室前後の

エイジズム傾向の比較

　大学生，支援サポーター（PRE），及び支援サポー
ター（POST）を独立変数とし，FSA得点を従属
変数とする一要因分散分析の結果，嫌悪差別（F

（2,143）＝17.99，p<.001），回避（F（2,143）＝29.17，
p<.001），及び誹謗（F（2.143）＝9.53，p<.001）に
有意な主効果が認められた。多重比較の結果，嫌
悪差別と回避については，大学生よりも支援サ
ポーターのPREとPOSTの双方のエイジズム視点
が有意に低値であることが示された。誹謗につい
ては，大学生よりも，支援サポーター（POST）
のみ，エイジズム視点が有意に低値であることが
示唆された。

４．考察

（１）高齢者イメージに及ぼすeAdS教室の影響

　若者が抱く高齢者イメージと高齢者の交流経験
の関係について，先行研究では同居か否かの関連
はなく，幼少期に交流経験が豊富であったこと（藤
原他，2007），会話する機会の頻度が多かったこ
と（大塚他，1999）が影響すると指摘している。
Table １で示したとおり，新入生，及び支援サポー
ターは，いずれもその過半数が高齢者との同居を
経験していない。支援サポーターは，大学生と同
程度の交流経験であっても，話しやすさのイメー
ジが良好であり，交流の内容及び印象が良質で
あったことがうかがえる。高齢者支援分野に進む
大学生に対しては，好ましい交流機会を通した，
肯定的な高齢者イメージへの更新が望ましい。対
人援助専門職の養成課程の学生は，カリキュラム
が進行するごとに，高齢者の身体，社会面の活動
性に関するイメージが否定的に変化するとの報告
（須藤，2017）がある。その一方で，人格や道徳
的側面については肯定的に変化するとの指摘（小
畠他，2017；切明他，2018）がある。若者にとっ
て，高齢者の精神面への印象は肯定的であり，身
体活動面への印象は否定的であることを示してい
る。本研究では，温かさや良さといった精神面だ
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後調査（SD法，FAQ，FSA）

　上記のプログラムは，高齢者理解，反エイジズ
ム，エンパワメント，及びソーシャル・インクルー
ジョンを要素として位置づけているが，それらを
知識としてではなく，体験的に学ぶことが主目的
である。そのため，本実験によって変容が見られ
たこれらの概念については，隠れたカリキュラム
（Jackson, 1990；三島，2015）として位置づける
ことにより，受講しやすい体験的学習であること
を重視した。教育の社会実装化を意図し，地域社
会で展開しやすい取り組みとして構成した

５．結論

　支援サポーター養成プログラムの作成を目的と
して，eAdS教室を実施した結果，支援サポーター
のエイジズムの低下，エンパワメント視点の向上
をもたらした。併せて，若年者，及び初学者にとっ
て，AdSを介した高齢者交流は技術的にも心理的
にも負担が少なかった。そのため，受講しやすい
支援サポーター養成プログラムを作成し，多くの
人にAdSに参画させることができれば，肯定的な
高齢者観，対人援助観を社会に広げる機会になる
と考える。今後は，支援サポーター養成プログラ
ムの実行を通して，支援者の成長・変化を追跡す
ることを課題としたい。
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クとの親和性の高いAdS種目であると考える。

（３）支援サポーター養成プログラムの要素

　本研究の実施によって，支援サポーターであっ
た学生たちの高齢者イメージ，及び高齢者理解が
向上し，エイジズムが低減することが明らかと
なった。但し，就職意図については，支援サポー
ターのスコアが高止まりしたため，キャリア支援
としての効果は確認できなかった。そのため，福
祉現場等で行われる高齢者とのアダプテッド・ス
ポーツ交流を，安易に進路指導と結びつけるので
はなく，社会教育，地域福祉，及びソーシャル・
インクルージョンの観点から，地域共生社会づく
りに向けたCommunity-Based Learning （CBL）と
して展開することが望ましい。そのため，支援サ
ポーターが，個々の力量に左右されることなく，
高齢者個々の強みを見出し，力を引き出す対人援
助姿勢を体感できるプログラムとして，次の試案
を作成した。

１ ）【事前指導】高齢者理解，支援内容に関する
オリエンテーション

　① 　eAdS教室の目的，内容，支援サポーター
の役割の学習，事前調査（基本調査，SD法，
FAQ，FSA）

　②　対象高齢者の理解，地域・事業所の学習
　③　健康指標，測定尺度，機器の学習と試行
　④　ボッチャのルール学習と試行
　⑤　質疑応答

２ ）【eAdS教室】支援サポーターとしての役割の
実施（高齢者との交流，コミュニケーション能
力の開発を中心に）

　①　定型化された自己紹介
　②　高齢者ボッチャの支援（球の手渡し，採点）
　③　健康指標の測定，質問紙調査の実行
　④ 　調査終了後の参加者とのコミュニケーショ
ン「きんさいカフェ」

　⑤ 　終了後ミーティング（支援サポーター，及
び担当教員間でのリフレクション共有），事
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